
化
〈
上
債
者
H
H
民
団
所
有
者
〉
を
推
進
し
た
が
多
く
の
障
害
に
つ
き
あ
た
っ

た
。
@
明
の
賦
役
全
書
に
動
戚
・
王
府
妊
田
の
記
載
が
な
く
、
そ
の
全
貌
が
つ

か
め
な
い
。
@
明
代
の
王
荘
は
欽
賜
固
と
自
置
固
に
分
類
さ
れ
る
が
、
明
中
期

以
降
の
民
国
分
割
、
投
献
、
置
買
等
の
方
法
に
よ
る
庭
回
抜
大
で
土
地
所
有
権

が
錯
綜
し
た
た
め
、
主
回
庭
理
に
蛍
り
糧
・
租
粂
枚
、
第
債
銀
の
重
複
例
ま
で

出
現
。
。
「
勢
豪
・
街
窓
・
惇
終
・
騎
兵
・
賊
黛
」
に
よ
る
土
地
占
有
。
清
朝

は
こ
れ
ら
の
障
害
の
排
除
と
全
王
国
の
把
握
、
襲
債
・
租
飼
銀
の
徴
枚
を
考

課
・
慮
罰
の
制
割
象
と
し
て
官
吏
を
督
促
し
た
。

順
治
年
代
の
右
の
結
果
を
、
康
照
八
年
清
朝
は
更
名
目
令
〈
銃
餐
債
地
及
び

来
襲
債
地
の
民
固
化
)
と
し
て
ま
と
め
、
翌
九
年
に
は
自
置
回
の
民
国
化
方
向

を
提
示
し
た
。
こ
う
し
て
明
朝
の
掌
揮
で
き
な
か
っ
た
王
妊
が
、
清
朝
権
力
の

賦
役
徴
牧
値
制
下
に
編
入
(
州
鯨
管
轄
〉
さ
れ
た
。
し
か
し
清
中
期
以
降
ま
で

残
る
賦
役
金
書
内
の
土
地
区
分
「
民
国
・
屯
田
・
更
名
田
」
の
如
く
、
完
全
な

民
団
化
ま
で
多
く
の
課
題
を
内
包
し
て
い
た
。

『
紅
史
』
著
作
年
次
考

若

松

覧
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ツ
ェ
ル
パ
・
グ
ン
ガ
1
ド
ル
ジ
ェ
(
吋
白
V
曲
目

MXw
関
口
回

ιmhw.E。
ι
$
著
一-

『
紅
史
』

(
H
U
S
H
F
q
h柏
崎
昌
男
苦
叉
は
同
R
N
Q滋
札

S
H
F
q
)
は
、
稲
葉

正
就
・
佐
藤
長
雨
氏
に
よ
っ
て
そ
の
全
文
の
誇
注
が
愛
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

(『
フ
ク
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
|
チ
ベ
ッ

ト
年
代
記
』
法
議
館
、
一
九
六
四
年
〉
、

わ
が
園
で
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
チ
ベ
ッ

ト
文
史
書
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

『
紅
史
』
の
著
作
年
次
は
、
誇
注
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
二
一
一
四
六
年
で

あ
る
こ
と
に
関
違
い
な
い
」
(
前
掲
書
、
一
八
頁
)
と
断
定
さ
れ
た
。
し
か
る

に
近
年
こ
の
見
解
を
覆
す
『
紅
史
』
の
異
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
異
本
で

は
、
明
ら
か
に
二
ニ
六
三
年
ま
で
の
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ハ
『
紅

史
〈
蔵
文
〉
』
東
嘆
・
洛
桑
赤
列
校
注
、
民
族
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
。
洛
桑

赤
列
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、
本
書
の
「
カ
ル
マ
・
カ
I
ギ
ュ
滋
史
」
の
章
に
は

カ
ル
マ
バ
第
四
世
ロ
ル
ベ

1
ド
ル
ジ
ェ
(
河
己
官

d
E。
ユ
乙
の
事
蹟
が
詳

細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
但
し
そ
の
記
述
は
、
彼
が
卯
年
(
一
一
一
一
六
一
一
一
年
〉

に
中
圏
内
地
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
錫
還
し
た
こ
と
で
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

記
事
が
『
紅
史
』
全
篇
中
、
年
代
上
最
も
新
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
貧
に
基
づ
い
て
初
め
て
『
紅
史
』
政
文
中
に
み
え
る
著
作
年
次

に
関
す
る
問
題
の
一
句
「
至
元
二
十
三
年
に
〔
記
す
〕
」
に
謝
し
て
、
一
つ
の

解
決
策
を
編
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
一
一
一
六
三

年
は
順
一
帝
の
至
正
二
十
三
年
に
嘗
る
か
ら
、
原
文
の
至
元
を
至
正
の
誤
記
と
み

な
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
、
『
紅
史
』
に
闘
す
る
二
、
三
の
問
題
黙
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
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努
工
紳
聖
の
麺
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|
|
民
園
八
年
秩
、
北
京
の
思
想
朕
況
l
|

k白

4 号、'

，入 '

信 、

野

爾

一
九
一
九
年
の
隻
十
節
は
、
中
華
民
閣
に
な
っ
て
初
め
て
大
衆
的
に
祝
わ
れ

た
園
慶
で
あ
っ
た
。
官
側
が
例
年
以
上
に
慶
祝
に
冷
淡
で
あ
っ
た
の
と
は
封
照
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的
に
、
五
四
運
動
を
捲
っ
た
息
生
、
市
民
は
「
外
園
権
を
争
い
、
内
閣
賊

を
除
」
き
、
共
和
を
員
に
寅
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
各
地
で
大
規
模
な
示

威
行
動
に
で
た
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
北
京
の
皐
生
た
ち
は
市
内
全
域
で
街
頭
演
説
を
く
り
ひ
ろ
げ
、

貧
民
に
記
念
の
マ
ン
ト
ウ
を
配
る
と
い
う
-
意
想
外
の
形
態
を
選
ん
だ
。
彼
ら
の

主
観
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
中
園
の
援
本
改
造
H
革
命
の
た
め
皐
生
が
労
働
階

級
と
提
摘
す
る
第
一
歩
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
五
四
運
動
、
六
三
運
動
に
匹
敵
す

る
歴
史
的
意
義
を
も
っ
運
動
で
あ
っ
た
。

十
月
一
日
の
第
三
次
請
願
へ
の
北
京
準
達
の
参
加
拒
否
、
そ
れ
に
績
く
隻
十

節
の
こ
の
運
動
を
ど
う
評
債
す
る
か
、
中
園
の
歴
史
皐
界
は
営
惑
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
皐
生
と
警
官
が
激
し
く
衝
突
し
た
天
津
の
運
動
を
高
く
評
債
す
る

一
方
で
、
北
京
の
そ
れ
に
は
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
蛍
惑

す
る
理
由
を
も
ふ
く
め
て
、
こ
の
運
動
の
背
景
に
あ
っ
た
諸
般
況
を
考
察
し
て

み
た
い
。
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